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約
千
三
百
年
前
に
建
立
さ
れ
た
島
田
４
丁

目
の
熊
野
神
社
（
市
民
ホ
ー
ル
西
隣
）
の
境

内
に
、
そ
の
末
社
で
あ
る
松
浦
神
社
が
あ

り
、
そ
こ
は
昔
か
ら
地
元
の
人
か
ら
「
祇
園

さ
ま
」
と
崇
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
の
あ
る
年
、
島
田
地
区
一
帯

に
疫
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
平
癒
祈

願
と
し
て
、
キ
ュ
ウ
リ
に
串
を
さ
し
、
こ

れ
に
着
物
を
つ
け
た
人
形
を
作
り
、
「
祇

園
さ
ま
」
に
人
形
芝
居
を
奉
納
上
演
し
、

疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
疫
病
は

た
ち
ま
ち
治
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
人
々
は
、
「
祇
園
さ
ま
」
の
神

霊
に
感
謝
し
、
こ
の
地
に
あ
る
か
ぎ
り
、

永
遠
に
、
こ
の
日
（
旧
暦
の
６
月
14
日
、

昭
和
39
年
か
ら
新
暦
の
８
月
４
日
・
５

日
）
に
人
形
芝
居
の
奉
納
上
演
を
誓
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
島
田
人
形

浄
瑠
璃
芝
居
の
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
「
島
田
百
軒
」

と
い
わ
れ
、
氏
子
１
０
０
戸
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
20
戸
か
ら
30
戸
が
、
代
々

世
襲
で
４
０
０
年
の
間
、
人
形
遣
い
や
浄

瑠
璃
語
り
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
奉
納
芝

居
の
経
費
は
、
春
は
麦
、
秋
は
米
一
升
ず
つ

を
氏
子
が
奉
納
し
、
賄
っ
て
き
ま
し
た
。
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保
存
さ
れ
て
い
る
人
形
の
首
（
か
し

ら
）
や
衣
裳
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
貴
重

な
も
の
が
多
く
、
国
宝
級
の
人
形
を
作
っ

た
文
楽
人
形
師
の
名
人
「
大
江
万
造
」

（
江
戸
時
代
後
期
）
の
作
１
点
を
は
じ

め
、
「
笹
屋
喜
作
」
（
江
戸
時
代
後
期
）

の
作
１
点
、
「
天
狗
屋
久
吉
」
の
作
12

点
、
「
人
形
富
」
「
由
良
亀
」
の
作
な

ど
、
全
国
で
も
珍
し
い
貴
重
な
83
点
、
ま

た
、
衣
裳
も
江
戸
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た

「
源
義
家
の
直
垂
」
な
ど
約
70
点
が
あ
り

ま
す
。
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島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
は
、
昭
和
32
年

３
月
に
「
山
口
県
無
形
文
化
財
」
と
し
て

　
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
保

存
会
（
原
田
秀
明
会
長
）

は
、
山
口
県
指
定
文
化
財
の

「
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
」

を
保
存
・
継
承
す
る
た
め
、

昭
和
39
年
７
月
に
保
存
会
を

結
成
し
、
今
年
で
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
保
存

会
で
は
、
次
の
と
お
り
記
念

公
演
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
鑑
賞
、

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
市
民
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
「
人
形
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
」
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

●
芸
題
　
「
恋
女
房
染
分
手
綱
　
重
の

井
子
別
れ
の
段
」
、
「
伽
羅
先
代
萩
　

政
岡
忠
義
の
段
」

●
主
催
　
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
保
存

会

伝
統
文
化
を
守
り
続
け
て
40
年
。
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
』

は
、
室
町
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
光
市
が
誇
る
文
化
遺
産
。
こ
の
貴

重
な
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
る
た
め
、
昭
和
39
年
に
「
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝

居
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
熱
心
な
保
存
・
継
承
活
動
を
続
け
、
毎
年
８

月
４
日
と
５
日
の
奉
納
上
演
や
全
国
各
地
で
の
出
張
公
演
の
ほ
か
、
小
中
学
生

を
含
め
た
後
継
者
の
育
成
活
動
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
郷
土
の
伝
統
文
化
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
文
化
財
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
28
日
13
時
30
分
〜

■
会
場
　
市
民
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

●
後
援
　
光
市
教
育
委
員
会
、
光
市
観

光
協
会

●
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
０
８
３
３(

７

４)

３
６
０
４

人
形
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

●
日
時
　
11
月
28
日
９
時
〜
16
時

●
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル
（
ロ
ビ
ー
）

●
内
容
　
写
真
パ
ネ
ル
展
（
保
存
会
の

歩
み
）
、
人
形
操
り
コ
ー
ナ
ー
　
ほ
か
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指
定
さ
れ
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ

り
、
昭
和
51
年
３
月
に
「
山
口
県
無
形
民

俗
文
化
財
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
保
存
会
」

は
、
戦
後
の
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
世
襲
制
度
を
改
め
、
昭
和
39

年
７
月
に
島
田
地
区
の
有
志
に
よ
り
結

成
。
今
日
ま
で
、
会
員
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
熱
心
な
保
存
・
継
承
活
動
を
続
け
、

人
形
や
衣
裳
の
保
存
・
補
修
と
と
も
に
、

毎
年
８
月
４
日
と
５
日
の
奉
納
上
演
や
、

全
国
各
地
で
の
出
張
公
演
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
を

含
め
た
後
継
者
の
育
成
の
た
め
、
研
修
や

講
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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昭
和
30
年
、
熊
野
神
社
の
境
内
に
約
30

坪
の
舞
台
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

47
年
の
市
民
ホ
ー
ル
の
完
成
に
伴
い
、
同

ホ
ー
ル
内
に
人
形
の
頭
や
衣
裳
、
諸
道
具

な
ど
の
保
存
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
奉
納
上
演
に
つ
い
て
も
同
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
候
に
左
右
さ

れ
ず
上
演
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
郷
土
の

伝
統
文
化
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
関
係
団
体
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
文
化
財
や
民
俗
芸
能
な

ど
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
市
民
活
動
の
支
援

に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。


